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美大生コーナー

本部

ごみ収集車展示

焼きそばは皿持参で、
割引あり。（使い捨て
容器は対象外）

清掃工場ミニツアーの
参加者はココに集合!!

焼きそば
ポップコーン
わたあめ
飲み物
リズム工房
あさやけ作業所
食器返却場所
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小平・村山・大和衛生組合小平・村山・大和衛生組合

組織市

東大和市

小  平  市

武蔵村山市

★★

小平・村山・大和衛生組合は、3市の
ごみを処理している清掃工場です。
小平・村山・大和衛生組合は、3市の
ごみを処理している清掃工場です。

組織市

（4）
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　　《No.43主な内容》
・施設更新事業を進めています
・衛生組合議会の動き
・各種測定結果について
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●ごみ焼却施設の更新事業について
　ごみ焼却施設の更新事業については、事業の基本的内容を定める（仮称）新ごみ焼却施設整備基本計画（以下「整備基本計画」といいます。）の策定に向けて、現在、そ
の案の取りまとめを行っています。整備基本計画（案）の取りまとめにあたっては、組合周辺地域住民の代表等で組織する小平・村山・大和衛生組合のごみ処理事業に
関する連絡協議会（以下「連絡協議会」といいます。）とともに、連絡協議会の代表者4名、3市共同資源物処理施設整備地域連絡協議会の地域委員1人、廃棄物減量等推
進審議会委員3人（組織市3市からそれぞれ1人）、公募市民3人（組織市3市からそれぞれ1人）及び学識経験者2名による小平・村山・大和衛生組合の新ごみ焼却施設
に係る懇談会（以下「懇談会」といいます。）を開催し、ご意見をいただきながら進めています。整備基本計画は、この案をもとに、今後開催する説明会やパブリックコメ
ントの意見を参考とさせていただき、平成29年度中に策定する予定です。
　なお、新施設は、現在の4・5号ごみ焼却施設を稼働させながら、3号ごみ焼却施設等を解体し、その跡地に建設します。工事着工は平成32年度、しゅん工は平成37年
度を予定しています。

○議会議員� 平成29年9月1日現在〈敬称略〉
小平市議会選出 東大和市議会選出 武蔵村山市議会選出
佐
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　岸
ぎし

　聡
とし

　彦
ひこ

内
うち

　野
の

　直
なお

　樹
き

小
こ

　林
ばやし

　洋
よう

　子
こ

関
せき

　田
た

　 貢
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【副議長】

○特別職の紹介� 平成29年9月1日現在〈敬称略〉
管理者 小

こ

　林
ばやし

　正
まさ

　則
のり

（小平市長）
副管理者 尾

お

　崎
ざき

　保
やす

　夫
お

（東大和市長） 藤
ふじ

　野
の

　　勝
まさる

（武蔵村山市長）
助役 伊

い

　藤
とう

　俊
とし

　哉
や

（小平市副市長）

監査委員 岡
おか

　村
むら

　健
けん

　司
じ

（代表監査委員・識見を有する者）
三
み

ツ
つ

寺
でら

　俊
とし

　行
ゆき

（識見を有する者）
鈴
すず

　木
き

　　　明
あきら

（議員選出）

○視察の報告
　組合が進めている、ごみ焼却施設の更新を踏まえ、近年建設
された二つの施設を訪問し、施設整備に係る経過や稼働後の
施設運営等を中心に、視察をいたしました。
★船橋市北部清掃工場（視察日　平成29年7月12日（水））
★ひたちなか・東海クリーンセンター（視察日　平成29年7月13日（木））

小平・村山・大和衛生組合議会の動き ダイオキシン類の測定結果

焼却灰等の放射性物質濃度及び空間放射線量の測定結果

　組合議会の定例会は年に2回（2月、11月）開催され、臨時会は必要に応じて開催されま
す。最近では、4月、5月及び7月に臨時会が開催されました。また、7月には、他県のごみ
処理施設を視察しました。
平成29年4月臨時会  平成29年4月14日（金)　開催
議案番号 内　　　　容 結果

小平・村山・大和衛生組合管理者の選任 選任
議案第６号 専決処分（小平・村山・大和衛生組合職員の勤務時間、休日、休暇等

に関する条例の一部を改正する条例）の承認を求めることについて 承認

議案第７号 専決処分（小平・村山・大和衛生組合職員の育児休業等に関する条例
の一部を改正する条例）の承認を求めることについて 承認

平成29年５月臨時会  平成29年5月8日（月)　開催
議案番号 内　　　　容 結果
議案第８号 小平・村山・大和衛生組合助役の選任につき同意を求めることについ

て 同意

議案第９号 小平・村山・大和衛生組合監査委員の選任につき同意を求めることに
ついて 同意
議員の派遣について 原案可決

平成29年７月臨時会  平成29年7月3日（月)　開催
議案番号 内　　　　容 結果
議案第10号 平成29年度小平・村山・大和衛生組合一般会計補正予算（第１号） 原案可決

（単位：pg-TEQ/m3）

測定地点 大気環境
基準

測定結果
平成28年度
（冬季分)

（参考）平成27
年度（冬季分)

衛生組合測定
東大和市立第二小学校

0.6
以下

0.0059 0.016
小平市立中島地域センター 0.0058 0.015
小平市立上水新町地域センター 0.0058 0.020

立川市清掃工場測定

立川市立けやき台小学校 0.0086 0.014
立川市立立川第四中学校　 0.0072 0.013
立川市立若葉小学校 0.0071 0.011
立川市若葉児童館 0.0081 0.015

（注）大気環境基準は、ダイオキシン類対策特別措置法に基づく、大気の汚染に係る環境基準です。

環境大気
　衛生組合では、立川市清掃工場と連携して、清掃工場周辺の大気中のダイオキシン類濃度の測
定を、夏季と冬季の年2回実施しています。平成2８年度冬季分は、平成29年2月9日から2月16
日の間、連続で試料を採取しました。

　衛生組合では、「主灰、飛灰、排ガス」の放射性物質濃度と敷地境界「東西南北４ヵ所及び
東側樹林」における空間放射線量の測定を定期的に実施しています。
　測定結果は、ホームページでもご覧になれます。

■空間放射線量 測定結果（地上高さ１ｍ 、５回測定の平均値）
（単位　μSv／ｈ）

測定日 東 西 南 北 衛生組合東側樹林
（バックグランド）

平成29年03月15日 0.061 0.058 0.039 0.053 0.034
平成29年04月14日 0.071 0.059 0.046 0.059 0.028
平成29年05月15日 0.061 0.068 0.056 0.057 0.037
平成29年06月15日 0.068 0.064 0.042 0.054 0.038
平成29年07月14日 0.058 0.050 0.043 0.049 0.036
平成29年08月16日 0.060 0.059 0.062 0.060 0.033

■放射性物質濃度測定結果
（単位　主灰・飛灰：Bq／Kg、排ガス：Bq／m3）

採取日 主灰※1 飛灰※2 排ガス
平成29年03月15日 不検出 50 不検出(採取日3月15日)
平成29年04月14日 16 84 不検出(採取日4月14日)
平成29年05月15日 26 224 不検出(採取日5月15日)
平成29年06月15日 16 64 不検出(採取日6月15日)
平成29年07月14日 37 102 不検出(採取日7月14日)
平成29年08月16日 23 83 不検出(採取日8月16日)

※１�主灰は、焼却炉の灰出設備から排
出される灰

※２�飛灰は、焼却炉の集じん器（バグ
フィルター）で捕集された灰

※３�主灰・飛灰の数値は、「放射性
セシウム134」「放射性セシウム
137」の合計値（国が示す埋立処
分を可能とする放射性物質の暫定
基準値は8,000Bq／Kg以下）　

※４�排ガスは、「放射性セシウム134」
「放射性セシウム137」のいずれ
も不検出

第15回 つなげよう資源の輪　広げよう地域の和

雨天の場合、8日（日）に順延。
8日も雨天の場合は中止

午前10時〜午後3時
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小平・村山・大和衛生組合

会場案内

こもれびの足湯

会場：小平・村山・大和衛生組合
（小平市中島町２番１号）
東大和市駅または玉川上水駅徒歩10分
※�駐車場はありませんので、来場は徒歩、自転車ま
たは公共交通機関をご利用ください
※ペット類の入場はできません

★清掃工場ミニツアー（見学会）	 ★参加型イベント（クイズラリー等）
★模擬店（焼きそば、飲み物等）	 ★ステージ（和太鼓、よさこいなど）
★参加団体等のブース　その他
※内容は都合により変更することがあります。

主管：えんとつフェスティバル実行委員会
主催：連絡協議会、小平・村山・大和衛生組合
後援：小平市、東大和市、武蔵村山市

フードドライブの実施について
フードドライブとは、家庭で余っている食べ物を学校や職場等に持ち寄り、それらをまとめてフード
バンク等に寄付することをいいます。今回、会場（３市情報コーナー）で、未利用食品の回収を実施い
たします。回収できる食品の条件等は以下のとおりです。
〈回収できる食品の条件〉
・�未開封で包装や外装が破損していないもの、賞味期限が明記されており、１ヶ月以上先のもの。生
鮮食品及び瓶詰め食品は不可。
〈回収品目等〉
・�お米（白米）、パスタ、食用油、しょうゆ、みそ、砂糖などの調味料、インスタント・レトルト食品、缶詰
（くだものなど）、コーヒー、お茶など

えんとつフェスティバル2017
○懇談会の経過状況

開催時期 内　容
第1回 平成28年12月19日(月) (1) 新ごみ焼却施設の整備に係る検討の現況と今後について（報告）　(2) 新ごみ焼却施設整備基本計画について
第2回 平成29年1月30日(月) (1) 施設整備基本計画について　(2) 適切な処理能力の設定　(3) 敷地内の配置
第3回 平成29年3月7日(火) (1)施設整備基本計画の検討　① 整備基本方針　② 処理能力　③ 計画ごみ質　④ 熱利用計画　⑤ 公害防止基準　⑥ 煙突高さ
施設
見学会 平成29年3月23日(木) <先進施設の視察見学会>

(1) 秦野市伊勢原市環境衛生組合はだのクリーンセンター　(2) 平塚市平塚環境事業センター　(3) 八王子市北野清掃工場
第4回 平成29年4月6日(木) (1) 周辺環境対策及び地域要望対応の考え方　(2) 地域防災貢献計画の考え方　(3) 環境学習機能の考え方
第5回 平成29年5月8日(月) (1) 焼却方式の考え方　(2) 基本システム及び主要設備の考え方　(3) 土木・建築計画の考え方　(4) 工事施工計画
第6回 平成29年5月30日(火) (1) （仮称）新ごみ焼却施設整備基本計画（素案）
施設
見学会 平成29年6月23日(金) <先進施設の視察見学会>

(1) ふじみ衛生組合クリーンプラザふじみ　(2) 武蔵野市クリーンセンター
第7回 平成29年6月28日(水) (1) （仮称）新ごみ焼却施設整備基本計画（素案）　(2) ごみ減量施策の推進に関すること
第8回 平成29年7月10日(月) (1) ごみ減量施策の推進に関すること　(2) （仮称）新ごみ焼却施設整備基本計画（素案）
第9回 平成29年9月21日(木） (1) （仮称）新ごみ焼却施設整備基本計画（素案）9月版　(2) ごみ減量施策の推進に関すること
○今後の予定
第10回 平成29年10月下旬 (1) （仮称）新ごみ焼却施設整備基本計画（案）
第11回 平成30年1月下旬 (1) パブリックコメント、見解について
第12回 平成30年2月下旬 (1) （仮称）新ごみ焼却施設整備基本計画

平成27年度 平成32年度

施

設

整

備

計

画

・

発

注

準

備

環

境

影

響

評

価

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

整 備 基 本 計 画

▼素案、住民説明会、パブリックコメント

発注仕様書 要求水準書 作成

整備基本計画で決定した内容を反映し、全体計画、
設備仕様、建物、外構施設、運営管理等について、請
負者に求める機能・性能等について定めます。

発 注 準 備

契約方法の決定
入札の方法、建設・運営の
方法等について決定します。

環 境 影 響 評 価 手 続 き

東京都環境影響評価条例に基づく手続き
○ 事業の内容 工事の施工、施設の稼働
○ 現況調査 既存資料調査、現地調査
○ 環境影響評価項目の選定 大気汚染、悪臭、騒音・振動等
○ 評価項目毎に環境影響の予測
○ 環境保全のための措置
○ 評価の実施

・3号ごみ焼却施設等
　解体工事
・実施設計

▼契約

整備基本計画の作成

「今後の施設整備のあり方」を基に、新ごみ焼却施設
の発注仕様書及び環境影響評価手続きの前提条件となる
施設の基本条件や機能・性能について取りまとめます。

▼基本計画策定

○ 基本性能に関する項目
・整備基本方針
・処理能力、施設配置計画、
計画ごみ質、熱利用計画、
公害防止基準等

○ 焼却設備計画
焼却方式、基本システ
ム、 発電設備、主要設備
機器仕様、煙突高さ等

○ 土木・建築計画
工場棟、煙突等建築計画、
車両・歩行者動線計画、建
物デザイン・色彩計画、緑
地、外構計画等

○ 地域貢献対策
周辺環境対策、地域防
災貢献計画、環境学習機
能、地域要望対応等

○ 工事計画
周辺環境対策、工事施工計画、工事スケジュール等

一般的な公共施設等は設計図を基に工事発注を行います
が、焼却施設のような複雑でプラントメーカーの独自技術
が必要とされる工事は、施設に求める機能・性能を中心と
した発注仕様書 要求水準書 を作成し、設計と工事を合わ
せて発注します。 性能発注方式

環境影響評価手続きとは
整備基本計画で決定した内容を基に、工事の施工や施設の稼働による環境影響を予測・評価しま
す。予測・評価の内容について住民の皆様や市長から意見を頂くとともに専門的立場からその内容
が審査されます。頂いた意見や審査結果については環境保全の見地から発注仕様書に反映します。
このような手続きを行う事により、この事業が環境の保全に適正な配慮がなされていることを確

認します。

今
後
の
施
設
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い
て 請負者の選定

選定基準を策定し、基準
を基に請負者を選定します。

○新ごみ焼却施設整備基本計画の位置づけ



（2） （3）

○ごみの減量や出し方について…小平市資源循環課　☎042-346-9535／東大和市ごみ対策課　☎042-563-2111（代表）／武蔵村山市ごみ対策課　☎042-565-1111（代表）○ごみ処理の見学や質問について…小平・村山・大和衛生組合　☎042-341-4345

（3）総合的な評価
　施設の内容、位置、周辺環境の状況より、生活環境影響調査の項目として選定した、大気質、騒音、振動及び悪臭は、いずれの項目についても生活環境の保全上の目標を
満足することができ、生活環境への影響は軽微であると評価します。各項目の現況把握等については、以下のとおりです。
①大気質
　ア 施設の稼働による粉じん（濃度）
　　 生活環境の保全上の目標：現況の粉じんの状況を悪化させないこと。（単位：mg/m3）
現況把握 参考指標値 粉じんの

排出基準 予測結果及び影響の分析

【敷地境界】
0.018

作業環境
基準
0.15

浮遊粒子状物質
の環境基準
0.10以下

排出口
100以下

【敷地境界】
既存施設と同様に排出基準を
順守することや、適切な環境
保全対策を実施することか
ら、粉じんの現況濃度は維持
されるものと予測され、生活
環境の保全上の目標を満足し
ます

②騒音
　ア 施設の稼働による騒音
　　 生活環境の保全上の目標：民家付近で環境基準（55以下）を満足すること

敷地境界（最大地点）で規制基準（50）以下
（単位：dB） 

現況把握 基　準 予測結果及び影響の分析
【民家付近】
No.1地点：44 環境基準：55以下 No.1地点：45

生活環境の保全上の目標を満足します
【敷地境界】
No.2地点：54
No.3地点：55

規制基準：50 No.2及びNo.3地点：50
生活環境の保全上の目標を満足します

　イ 廃棄物運搬車両による騒音
　　 生活環境の保全上の目標：現状の道路交通騒音レベルを悪化させないこと

（単位：dB） 
現況把握 基　準 予測結果及び影響の分析

【小平市道第A-1号線】
No.4地点：64

現況の道路交通騒音は環境基準を超過し
ているが、要請限度は満足していた

環境基準：55以下
要請限度：65

No.4地点：64
適切な環境保全対策を実施することから、現況騒音レベルは維持さ
れるものと予測され、生活環境の保全上の目標を満足します

③振動
　ア 施設の稼働による振動
 　　生活環境の保全上の目標：民家付近で規制基準Ａ（60）以下

敷地境界（最大地点）で規制基準Ｂ（65）以下
（単位：dB） 

現況把握 基　準 予測結果及び影響の分析
【民家付近】
No.1地点：35 規制基準Ａ：60 No.1地点：47

生活環境の保全上の目標を満足します
【敷地境界】
No.2地点：32
No.3地点：49

規制基準Ｂ：65 No.2及びNo.3地点：61
生活環境の保全上の目標を満足します

　イ 廃棄物運搬車両による振動
 　　生活環境の保全上の目標：規制基準（60）以下

（単位：dB） 
現況把握 基　準 予測結果及び影響の分析

【小平市道第A-1号線】
No.4地点：38 規制基準：60 No.4地点：38

生活環境の保全上の目標を満足します

④悪臭
　ア 施設からの悪臭の漏洩（臭気指数）
　　 生活環境の保全上の目標：敷地境界で規制基準（12以下）を満足

地点 現況把握 規制基準 予測結果及び影響の分析

建設
予定地 敷地境界

風上 10未満 12以下

適切な環境保全対策を実施することから、現況濃度は維持されるも
のと予測され、生活環境の保全上の目標を満足します

風下 10未満 12以下

既設粗大ごみ処理
施設

敷地境界
風上 10未満 12以下
風下 10未満 12以下

発生源付近 22 −

既設不燃物
積替場

敷地境界
風上 10未満 12以下
風下 10未満 12以下

発生源付近 15 −

（4）計画に反映した事項及びその内容
　施設の設置及び維持管理に関する計画に反映した事項及びその内容については、以下のとおりです。

施設の設置に関する計画に反映した事項及びその内容 維持管理に関する計画に反映した事項及びその内容

①大気質

・局所的な集じんを行うため、集じん装置を設けます。
・散水設備を設けます。
・粉じんの拡散を防止するため、遮へい設備又はろ過式集じん設備を設置します。

・定期的に設備機器の点検及び機能検査を行います。
・当該施設の処理能力に応じた処理計画を確実に実施します。
・廃棄物運搬車両の走行に際しては、規制速度を順守、空ぶかしの禁止、急加速等の高負荷運転の回避
及びアイドリングストップを励行します。
・車両の整備・点検を徹底します。

②騒音

・発生騒音の音質、音圧及び特性に対応した吸音材の施工とともに遮音性、気密性の保持を図るため、
壁及び建具等の構造、仕舞に関しては、十分な対策を行います。
・空気の取入口等においては、消音チャンバを設けます。
・住居地域側には、極力開口部を設けないものとします。設ける場合は遮へい板等を設置します。

・定期的に設備機器の点検及び機能検査を行います。
・廃棄物運搬車両の走行に際しては、規制速度を順守、空ぶかしの禁止、急加速等の高負荷運転の回避
及びアイドリングストップを励行します。
・特定の日時に車両が集中することのないよう、運搬計画の最適化を図ります。

③振動
・振動が発生するプラント機器については、必要に応じて独立基礎を採用し、建築基礎と完全に縁を
切るとともに、緩衝材等により建屋への影響を低減します。
・機器振動に伴う躯体共鳴が無いよう対策を行います。

・定期的に設備機器の点検及び機能検査を行います。
・廃棄物運搬車両の走行に際しては、規制速度を順守、急加速等の高負荷運転の回避を励行します。
・特定の日時に車両が集中することのないよう、運搬計画の最適化を図ります。

④悪臭

・建具、エキスパンションジョイント、ダクト・配管等の貫通部の構造、仕舞については、気密性を十分
に確保します。
・臭気発生室とその他の部屋との連絡部については前室等を設け、臭気の漏洩を確実に防止します。
・消臭剤噴霧装置を設置します。
・集じんエリア別にサイクロン、ろ過式集じん器、脱臭装置の設置を検討します。

・定期的に設備機器の点検及び機能検査を行います。
・施設の設置に関する計画に反映した事項により対処することとします。
・作業はすべて建屋内で行い、悪臭の漏洩を防止します。

　平成29年7月7日（金）から平成29年8月7日（月）までの間、生活環境影響調査書の縦覧を行い、平成29年8月21日（月）までの間、意見書の提出を受け付けました。
また、平成29年7月19日（水）に住民説明会を開催し、生活環境影響調査書の説明及び質疑応答を行いました。

●粗大ごみ処理施設更新事業について
1　（仮称）不燃粗大ごみ処理施設整備基本計画を改訂しました
　粗大ごみ処理施設の更新については、事業の基本的な内容を定める（仮称）不燃・粗大ごみ処理施設整備基本計画を策定しましたが、施設の機能等に変更があったため、
本年3月に改訂を行いましたので、主な変更点について説明します。
（1）破砕残さの埋立をゼロにすること
　不燃ごみ、粗大ごみを破砕選別したごみを可燃物・不燃物に分けずに破砕残さとして、新ごみ焼却施設で焼却する方針としました。この方針により、破砕残さが焼却
灰となるため、エコセメントとして資源化でき、日の出町にある東京たま広域資源循環組合二ツ塚処分場（埋立場）の延命化を図ることができます。

（2）新ごみ焼却施設の更新方法を変更したこと
　新ごみ焼却施設の更新場所を、4・5号ごみ焼却施設の跡
地から、3号ごみ焼却施設等の跡地に変更しました。この変
更により、規模の大きい4・5号ごみ焼却施設を稼働させな
がら施設更新が可能となるため、新ごみ焼却施設の建設工
事中に他団体に支援をお願いする可燃ごみの量を減らす
ことができます。

（3）ごみ排出量の予測を見直したこと
　ごみ排出量の予測については、平成27年度分の実績等
を加えて推計した結果、不燃ごみ及び粗大ごみの量が減少
する見込みとなりました。また、ごみ質分析の結果、ごみ全
体に占める処理対象ごみの比率が小さくなりました。この
結果、施設規模は、従来の計画の34t／日から28t／日へと
縮小することができました。

（4）手選別コンベアを設置することとしたこと
　更なる資源化を図るため、手選別コンベアを設置するこ
ととしました。この結果、小型家電などの資源物や危険物、
有害物を破砕処理する前に、人の手で選別し、資源化や適
正な処理をすることができます。

（5）財政計画を変更したこと
　施設規模等の変更に伴い、概算事業費が27億8，300万
円から26億7,840万円に変更となりました。

（6）ごみ処理の流れを変更したこと。
粗大ごみ、不燃ごみの処理の流れを、①、②のとおり変更し
ました。処理フロー図については、右表のとおりです。
①粗大ごみの処理の流れ
　粗大ごみは、受入貯留ヤードに受け入れ、再利用対象品、
小型家電、金属性粗大及び再資源化可能な製品プラスチックを手作業で選別します。その後粗破砕機を通し高速回転破砕機で細かく砕き、磁力選別機で鉄類を、アルミ
選別機でアルミニウムを選別します。残りの破砕残さは、新ごみ焼却施設しゅん工後は焼却します。
②不燃ごみの処理の流れ
　不燃ごみは、受入貯留ピットで受け入れ、手選別コンベアを経由して、粗大ごみと同様に破砕選別処理されます。手選別コンベアでは、小型家電などの資源物や危険物、
有害物などを選別します。なお、破砕残さは、新ごみ焼却施設のしゅん工までの間、民間業者に委託し資源化します。

2　（仮称）不燃・粗大ごみ処理施設生活環境影響調査書がまとまりました。
　生活環境影響調査は、5t/日以上の廃棄物処理施設について実施が義務づけられており、施設の設置及び稼働に伴い、周辺環境の現状を把握するとともに、あらかじめ
環境に及ぼす影響について、予測、分析を行い、環境保全対策を検討することにより良好な環境の保全を図ることを目的として実施するものです。本年6月にまとまりま
した調査書の概要については、以下のとおりです。

（1）施設の設置に関する計画等
　施設の設置に関する計画等は、以下のとおりです。

項　　　　　目 内　　　　　　　　　　容
施設の設置者の氏名及び住所 小平・村山・大和衛生組合　管理者　小林　正則　　小平市中島町2番1号
施設の設置場所 東京都小平市中島町2番2号（現小平市清掃事務所用地）
設置する施設の種類 破砕・選別施設
施設において処理する廃棄物の種類 不燃ごみ、粗大ごみ
施設の処理能力 28t/日（5h）［不燃ごみ：20.4t/日、粗大ごみ：6.9t/日］
施設の処理方式 手選別、破砕、機械選別

施設の構造及び設備 ・鉄筋コンクリート造及び鉄骨造
・地上20m、地下8〜10m程度（ごみピット底盤まで）を標準とする。

〈表　処理フロー図〉

臭気指数の目安

臭気指数 におい・かおり においの採取場所等
10 梅の花 花の直近
15 デパートの化粧品売り場 化粧品売り場（3地点）
20 トイレの芳香剤 芳香剤を置いた個室トイレ内
25 しょうゆ しょうゆを入れたビーカーの上
30 ガソリンを給油している時 給油中の車の給油口の近く
35 コーヒー レギュラーコーヒーの液面上

45 にんにくを炒めている時 にんにく1欠片をスライスして炒めて
いるフライパン上の顔付近

調査結果である騒音の44ｄＢは、図書館の中
や静かな公園の音の大きさに相当します。

音の大きさの目安
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調査結果である振動の35ｄＢは、人体には感
じられない大きさに相当します。

振動の大きさの目安
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　イ 廃棄物運搬車両による二酸化窒素及び浮遊粒子状物質
　　 生活環境の保全上の目標：環境基準を満足すること。

項目 現況把握 バックグラウンド
（最寄の測定局） 環境基準 予測結果

及び影響の分析

【小平市道第A-1号線】No.4地点
二酸化窒素

（単位：ppm）
0.022 年平均値　0.011

調査日　　0.022
0.04～0.06
のゾーン内又
はそれ以下

【 小 平 市 道 第A-1号 線 】
No.4地点：0.027187
生活環境の保全上の目標を
満足します

【小平市道第A-1号線】No.4地点
浮遊粒子状物質
（単位：mg/m3）

0.011 年平均値　0.017
調査日　　0.012 0.10 以下

【 小 平 市 道 第A-1号 線 】
No.4地点：0.044232
生活環境の保全上の目標を
満足します

（2）生活環境影響調査項目の選定
　生活環境影響調査項目については、大気質、騒音、振動及び悪臭を調査項目
といたしました。なお、施設からの排水については、公共下水道に排除し、公共
用水域への排出を行わないため調査項目として選定しませんでした。

調査事項 生活環境影響要因
生活環境影響調査項目   施設の稼働 施設からの

悪臭の漏洩
廃棄物運搬
車両の走行

大気環境

大気質
粉じん ○
二酸化窒素(NO2) ○
浮遊粒子状物質(SPM) ○

騒音 騒音レベル ○ ○
振動 振動レベル ○ ○
悪臭 臭気指数(濃度) ○

注)   ○：調査項目として選定したもの。空欄：「廃棄物処理施設生活環境影響調査指針」において標準
的な例として選択されないもの

〈組合施設周辺図及び生活環境影響調査地点〉

3号ごみ焼却施設

4・5号ごみ焼却施設


